
<図表> 内容: 

 制御工学は、対象の数理モデルを用いた最適か計算に基
づく制御系設計法をあたえることによって、高度に発展した
工学の基礎分野である。システム同定は、その数理モデル
を対象の入出力データからシステマティックに求める手法で、
古くから研究されてきた。部分空間同定法は、1990年代から
注目されるようになった比較的新しい同定手法で、推定値の
分散など、その数理的な特性は、まだ、明らかになったとは
言い難い。 

 そこで、我々は、直接的な分散解析の手法を提案し、いく
つかある部分空間同定法の分散の比較や設計パラメータの
と分散の関係の解析などを可能にしてきた。部分空間同定
法では、計算の過程に特異値分解という操作が入るため、
摂動項の解析が難しかった。本研究では、特異ベクトルの摂
動を扱う代わりに、特異部分空間のgapを考察することにより、
この問題を解決した。 

 また、従来、漸近的一致推定値しか提案されていなかった
カルマンゲインとイノベーションの共分散行列について、一致
推定値を提案し、その数値解法などの解析も行っている。 
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